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今月号のここがポイント！

今月号は食品に関する記事を 3 編（総説 1 編，解説 2 編）お届けします。最初は，

大阪産業技術研究所森之宮センターの佐藤博文様による，油脂の加熱生成過程で

生じるリスク懸念物質として注目されている 3-モノクロロプロパン-1,2-ジオール 

（3-MCPD）とその類縁体の解説及び定量法についての総説です。さらに，食品中の食

物繊維の定量について，一般財団法人日本食品分析センター　吉田幹彦様に解説し

て頂きました。食物繊維とは単一の化合物ではなく，様々な成分の総称であること

から，正確に定量するためには，測定する対象物を理解し，適切な測定法を選択す

る必要があります。本解説では，様々な測定法について解説して頂くとともに，測

定する試料に適した測定法の選択についても，解説頂いています。最後に，株式会

社林原の渡邊光様に同社で開発された，水溶性食物繊維イソマルトデキストリンの

基本的な情報とイソマルトデキストリンが示す，腸内細菌叢改善作用や脂質代謝改

善作用などの機能性について，データを示しながら解説して頂きました。いずれも，

私達の食生活に関係がある話題であることから，興味深い内容となっています。
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